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研究成果の概要（和文）：高次脳機能障害者26名を対象に、注意挙動を検出し映像記録ができるドライブ・レコ
ーダー（DR）を搭載した教習車両にて路上運転を実施し、運転行動の特徴を明らかにした。高次脳機能障害者で
は、8名において12件の注意挙動が検出され最も多く出現した挙動は急ブレーキ（7件7名）であった。DRに付随
する運転診断ソフトウエア（安全の達人Ⅱ）で算出される得点を比較すると、高次脳機能障害者群では「ブレー
キ」と「右左折のハンドル操作」で有意に低得点であった（p＜.05）。これらの客観的データは、高次脳機能障
害者の運転評価と支援に重要な情報となりうる。

研究成果の概要（英文）：We assessed on-road driving performance using an Driving recorder, driving 
analysis software, and the video-based driving assessment scale (DAS) for 26 patients with cognitive
 dysfunction (patient group) and 26 driving instructors (control group). 
The patient group had 12 unsafe events (7 braking, 4 accelerations, 1 curving), but the instructors 
detected only two sudden braking to avoid a collision. According to the driving analysis software, 
the patient group showed significantly lower scores for braking (p < .05) and steering wheel (p < .
05) compared to the control group. On the DAS, the patient group scored significantly lower for 
checking their blind spot during a lane change (p < .01) and being aware of pedestrians at an 
intersection (p < .01) than did the control group.
These objective G-force-generated on-road driving assessment and video may provide important 
information regarding driving and advice for patients with cognitive dysfunction.

研究分野： 複合領域、作業療法学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、高次脳機能障害を有する者が実際の交通環境下で自動車を運転した時の、DRのジャイロセンサーによ
る客観的な危険挙動記録と、それに同期した交通環境と運転操作を含むビデオ映像を基に運転行動の特徴を示し
ており、運転適性検査時の評価視点として広く利用可能である。
また障害を持つ者が仕事や趣味など多様な社会参加を果たすためには自動車運転は不可欠である。一方高齢者や
特定の病気を持つ者が起こした重大な交通事故が社会問題の一つに挙げられている現在、本研究の結果は障害者
の社会参加と安全な交通社会環境を提供することに寄与できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1)  高次脳機能障害者は、視空間認知機能・注意機能・判断力・瞬時反応・遂行機能など自動車
運転に必要な認知と行動の両側面が障害されている。また自動車運転には複合的能力が必要で、
高次脳機能障害の運転の可否を判断するには、医療機関での神経心理学的検査等の机上評価や
Driving Simulator (DS)での評価に加え、実車運転評価（非公道・公道）が重要であると言われ
ている１）。実車評価について、国内では自動車教習所のペーパードライバー講習を実車評価に利
用した実践報告は散見されるが 2，3，4）、実車運転評価の運転可否に関する信頼性・妥当性は報告
されていない 5）。海外では実車運転評価について多く報告されているが 6）、評価法の信頼性・妥
当性が検証された報告はごく少数である 7）。そこで本研究は高次脳機能障害のための実車運転
評価に用いる簡便な評価項目（チェックリスト）を開発し、その妥当性と信頼性を検証するもの
である。 
 
(2)  申請者らは神経心理学検査及び運動機能検査と DS による運転課題を用いて、高次脳機能
障害者の運転行動特性と機能特性を明らかにした 8）。その結果、高次脳機能障害者はブレーキ
とアクセルを踏み替える様な単純な運動反応課題では機能低下を示さないが、歩行者・前後の走
行車など多様な視覚刺激を素早く正確に認識し適切な運動反応を行う機能が低下している事を
示した 8）。DS による運転評価は、実車運転を反映しており安全に実施できるという利点があ
るが、実車運転能力とは完全に一致しておらず 9）、高次脳機能障害者の運転の可否判断は、客
観的な実車運転評価によってなされるのが望ましいと考え本研究を計画する事に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ドライブ・レコーダー（DR)の記録を基に、高次脳機能障害を持つ方を対象に
運転行動の特徴を分析し、自動車運転の可否判断に寄与する実車運転の評価のチェックリスト
（評価項目）の開発とその信頼性と妥当性を検討することである。 
 
３．研究の方法 
(1) 対象者は、脳血管障害や外傷性脳損傷などによる高次脳機能障害者 26名と自動車学校の教
習指導員 26 名である。高次脳機能障害者 26 名は 2017 年 4 月 1 日～2018 年 3 月 31 日までの期
間に A 市総合リハビリテーションセンターにて、主治医が自動車運転再開の判断のために実車
運転評価を受ける様に指示した者である。自動車教習所の指導員は教習所の許可を得たうえで
研究協力のポスターを掲示し、高次脳機能障害者と年齢・性別をマッチングした対象者を募集し
た。 
 
(2)使用機器と実車運転環境 
自動車教習所の協力の下、実車運転評価車両（補助ブレーキ付きの教習車両）に DR（データテ
ック社）を設置した。この DR は、運転中のブレーキやアクセル操作による速度や加速度、ハン
ドル操作による左右方向のブレなどの車両挙動をジャイロセンサーによって自動的に検出し、
注意挙動（急加速・急ブレーキ：±0.3G 超・急回旋：0.36deg/sec 超）が感知された場合にはそ
の前後約 60 秒間の運転映像も自動記録できるレコーダーである。更にこの DR には運転診断ソ
フトウエア（安全の達人Ⅱ）が付随されており、停止・ハンドル・ブレーキ・右左折・円滑さの
観点から安全運転の得点（100 点満点）を自動的に算出できるようになっている。加えて運転操
作や交通環境などを記録するため、評価車両には DRに同期したビデオカメラ（ソニー社 Action 
Cam）2 台を前景と運転者の手元が撮影できるように設置した。実車運転時には、リスク回避の
ために補助席に教習指導員が同乗し、後部座席には運転評価の経験がある作業療法士が同乗し
た。 
 
(3) 測定 
対象者には研究説明を行い研究協力への同意を得た後に運転に関連する神経心理学的検査（Mini 
Mental State Examination 10）、注意機能検査：Trail Making Test11）: part A・B）を実施し高
次脳機能の基本特性を把握した。実車運転評価では、対象者には DRと 2台のカメラを搭載した
評価車両にて市街地約 5 ㎞を走行してもらい、注意挙動の検出と運転映像を記録した。更に DR
に付随する運転診断ソフトウエアによる安全運転の得点（100 点満点）を算出した。 運転行動
観察は、実車運転時及び記録された運転映像を基に、運転評価の経験を有する作業療法士が
Driving Assessment Scale（DAS）12・13)を用いて採点した。これらのデータを基に総合的に分析
し、高次脳機能障害者の運転行動の特徴と運転の適性判断に関わる評価項目を検討した。 
 
(4) 分析方法 
高次脳機能障害者の運転特性を明らかにするために、運転診断ソフトウエアから導かれた安全
運転得点と、観察評価指標の DAS 得点を、高次脳機能障害者群と、教習指導員群の 2群間で比較
検討した。更に DR が検出した注意挙動前後の映像を確認し、挙動の内容と発生状況を観察評価
しこれらを総合的に分析し、高次脳機能障害者の運転行動の特徴と運転適性判断に関わる評価
側面を検討した。 
 



４．研究成果 
(1)DR による挙動検出 
高次脳機能障害者 26 名の内、8 名において 12 件の注意挙動が検出された。挙動の発生場所は、
見通しの悪い一時停止交差点の右折時（1 件）、信号のある交差点での右折時（3件）、信号のあ
る交差点の左折時（5件）、片側二車線道路での駐車車両を追い超すための車線変更時（3件）で
あった。最も多く出現した挙動は急ブレーキ（7件 7名）で、他には急カーブや急加速が認めら
れた。教習指導員 26 名の内、2 件の急ブレーキが発生したが、録画映像を観察すると、他車の
強引な進入を避けるための回避行動であり、注意挙動にあたらなかった。 
 
(2)運転診断ソフトによる検討 
DR に付随する運転診断ソフトウエア（安全の達人Ⅱ）で算出される得点を比較すると、高次脳
機能障害者は教習指導員と比較し、有意にブレーキと右左折の得点が低かった（p＜.05） 。 
 
(3) 運転評価指標 DAS による検討 
高次脳機能障害者群は、「ゆっくり減速する（p＜0.05）、「完全に停止する（p＜0.01）」、「車線変
更時に死角を十分に確認する（p＜0.01）」，「交差点で歩行者を視覚的に十分に確認する（p＜0.01）」
項目において，有意に教習指導員よりも点数が低かった． 
 
(4)記録映像の運転行動観察所見 
高次脳機能障害者の運転行動は、一旦停止標識の注視の遅れ、信号機の変化予測の不十分さ、先
行車両の動きへの反応が遅れがちで、急ブレーキが観察された。 他には、信号進入時の減速が
不十分で右左折時に大きなカーブを描く傾向が観察された（2件）。 
 
(5)事例検討 
20 歳代男性の高次脳機能障害者（易怒性、注意障害）に DR を搭載した教習所車両を用い実車運
転評価を実施した。DRからは急ブレーキの危険挙動が検出された。DAS を用いた評価では「スム
ースな加減速」と「気を散らす」項目で低得点であった。教習指導員からは「追い越し時の優先
権や後方確認不足」を指摘された。DR による運転評価結果は、患者へ運転行動をフィードバッ
クする時に、客観的な情報（数値と映像）を提供できるため、高次脳機能障害を有する事例にと
って自身の運転行動をふり返る機会となり、運転再開支援にも利用できる。 
 
(6)総括  
高次脳機能障害者 26 名と、年齢と性別をマッチングした教習指導員 26 名を対象に、ジャイロ
センサーによる注意挙動を検出し映像記録ができるドライブ・レコーダー（DR）を搭載した教
習車両にて路上運転を実施し上記の所見を得た。高次脳機能障害者の運転行動特徴より、公道で
の実車運転行動評価においては、評価するルートには、①信号のある交差点の右左折、②見通し
の悪い一時停止交差点、③複数車線での車線変更が含まれること、運転行動の評価的側面では、
①信号や流れに従いスムースなブレーキ操作、②停止線での完全停止、③右左折時のゆっくりと
したスムースなハンドル操作、④交差点での歩行者確認、⑤車線変更時の十分な視覚確認の評価
視点が重要であることが示唆された。 
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